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公明党会派行政視察報告

1、被災者支援システムについて

「被災者支援システム」は、 1995年の阪神・淡路大震災の際に甚大な被害を受

けた西宮市により開発されて被災者支援や復興・復旧支援に大きな力を発揮し、

地方公共団体情報システム機構(J-LIS)を通じて全国の地方公共団体様向けに

無償で公開・提供されている汎用Webシステムです。

これは、地震や台風などの災害発生時における地方公共団体の業務を総合的に

支援することを可能にしました。平成17年度には、汎用Webシステムとして当

時の財団法人地方自治情報センター(しASDEC)の地方公共団体業務用プログラム

ライブラリに登録し、全国の地方公共団体に無償で公開・提供されてきました。

2、大阪市立阿倍野防災センターあべのタスカル

1995年に発生した阪神・淡路大地震以降、関西でも東南海・南海地震の発生が

危惧される中、地震をはじめとした大災害に対する、市民の防災知識と技術に対

するニーズの高まりを背景に、阿倍野防災センターは、広く市民の防災に対する

知識と技術を総合的な体験を通して学習出来る施設です。

館内は豊富なデータべ-スから、防災や災害に関する情報を調べることができ

る防災学習ゾーンと、地震で崩れ落ちた街中を一連の流れの中で避難・体験し、

地震や火災などの災害時に必要な行動をわかりやすく学ぶことができる地震災

害体験ゾーンがある。なかでも阪神・淡路大震災規模の震度7の大きさを体感で

きるバーチャル地震コーナーや、 2F建て家屋の消火を体験する消火コーナーは

真に迫る迫力。 4つの見学コースが設定され、事前予約すれば案内してもらえま

す。


